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病院の理念 

健康講座 「40歳過ぎたら一度は大腸内視鏡検査を！  」 
横浜新緑総合病院 消化器センター  消化器内科 医長 石垣 智之  

 【大腸内視鏡検査の必要性について】 
 大腸のポリープや癌に罹患する方は男女ともに40歳頃 
から徐々に増えはじめます。大腸癌といっても進行の程度に
かなり幅があり、早い段階で発見できれば内視鏡治療や 
外科手術で切除することができ、治癒される方が多く 
います。しかし、良性ポリープや早期癌の段階では自覚 
症状が無いことがほとんどで、実際は大腸内視鏡検査を 
受けることではじめて発見できるものが多くあります。  

【当院での大腸内視鏡検査の実際】 

 大腸内視鏡検査は基本的に腸内に便がない状態で行う
必要があります。その準備として、検査前日は消化に良い 
ものを摂取して頂き、眠前に便を柔らかくするための下剤や
排便を促進する下剤を内服します。 

 検査当日は、自宅でポリエチレングリコールと呼ばれる 
液体の下剤を約2時間かけて１~２リットル内服し、来院
後、排泄物が透明になっていることを確認し、検査になり 
ます。大腸内視鏡を肛門より挿入し、極力痛みが少なく 
済むように盲腸まで到達させ、その後、抜去しながら観察 
します。当院では、検査の目的や患者さんの希望に合わせ
て、適宜鎮静剤や鎮痛剤を使用します。 

【ポリープが発見された場合】 
 病変のサイズや、悪性度を判断
し、その場で内視鏡的に切除を行

う場合と、後日入院での内視鏡治
療の予定を立てる場合があります。
当院では内視鏡治療として、EMR
（内視鏡的粘膜切除術）や、根治性が高い治療とされる
ESD（内視鏡的粘膜下層剥離術）を積極的に行って 
おり、良好な治療成績が得られています。外科手術の適応
となる癌病変が発見された場合には、生検等を行い、 
インフォームドコンセントの後に方針を決めて参ります。 

 【横浜新緑総合病院ではどうすれば 
          大腸内視鏡検査を受けられる？ 】 

 ・ 少しでもおなかや便の気になる症状がある、もしくは 
    検診等で便潜血検査陽性となった方。 

消化器センター 消化器内科 or 消化器外科の 
    外来へご相談ください。 

  

  ・ 特に症状がない方。 
 当院人間ドッグでの大腸内視鏡検査をお申込み 

 ください。 
 

 

 ＷＥＢ版みんなの健康講座では、さらに詳しいご説明を
しております。ぜひ、ご覧ください。 

【人間ドックのご予約・お問い合わせ】 
 直通 045-984-3003（月～土） 

【診療予約】  045-989-6100（月～土） 

10月入職 常勤医師のご紹介        ※ ご挨拶と写真は11月号に掲載します。 

出典：国立がん研究センターがん情報サービス『がん登録・統計』（全国がん登録） 

 《 脳神経外科 》    築山 敦（つきやま あつし）    ● 日本脳神経外科学会専門医 



 

 地域包括ケア病棟は、急性期治療を経過し、症状が安定した方や、在宅で療養を行っている方に 
対し、安心して地域で暮らせるよう、在宅復帰支援を行う病棟です。 
 院内では、週２回退院支援カンファレンスを行っており、多職種で連携をとり、進捗状況を共有しなが
ら在宅退院の準備を進めています。また、退院後も切れ目なく医療や介護サービスが受けられるよう、 
地域で療養支援をしている方々と連携し、退院後に必要なサービスや家屋の状況の整備をしています。 
 当病棟は、様々な疾患を抱えている患者さまが多いため、スタッフは急性期から慢性期までの幅広い 
疾患の知識が必須です。また、患者さま、ご家族さまの心に寄り添い、その方にとってより良いケア、その
方らしさを尊重した看護をモットーに、退院後の姿を見据えて、丁寧に時間をかけ一緒に考えていけるように努めています。 

 スタッフは、経験の浅い若手のスタッフ
か ら 訪 問看 護経 験の ある ベ テラ ン 
スタッフ、子育て中のスタッフと様々で、
和気藹々とした雰囲気の中でそれぞれ
の経験を生かし、ケアの質の向上ができ
るよう取り組んでいます。 
 今後も、患者さま、ご家族さまのニーズ
に応じた看護を提供し、地域に貢献で
きるよう努めてまいります。 

部 門 紹 介  2021｜7階 病 棟 ７階病棟科長 星野 香奈子 

   第１回 脱腸 ～意外と多い脱腸～ 

第２回 知ろう！学ぼう！考えよう！乳がん 

第３回 骨粗鬆症と腰椎圧迫骨折 

第４回 糖尿病と運動療法 

第５回 病気と思う前に～泌尿器科編① 

第６回 糖尿病網膜症について 

第７回 病気と思う前に～泌尿器科編② 

第８回 糖尿病腎症について  

第９回 膝が痛くて手術を受ける患者さまへ 

   WEB版みんなの健康講座     ※オンライン配信  
◇ WEB版みんなの健康講座バックナンバーはホームページ、スマホ（ＱＲコード）からいつでもご視聴いただけます。 

WEB版 
みんなの健康講座  

CT Image Contest にて優秀賞を受賞しました 
放射線科 主任 診療放射線技師 金森 正典  

 このコンテストはメーカー(GE社)により年に1回開催され、検査の工夫や撮影技術により臨床的意義のある画像が得られ
た事を評価し選定されるものです。臨床的意義とは、普通に検査すると分からなかった病気が検査の工夫や撮影技術により
わかるようになった事を意味します。投票は、全国のGE社製CT装置ユーザーの放射線技師により行われました。 
 今回は、脳の血管検査での画質改善に関して報告したもので、過去の臨床データから、呼吸による静脈の流れの変動に 
気づき、それを利用する事で、脳の血管を鮮明に描出することに成功しました。 
 これにより小さな脳動脈瘤が見つかり、
医師による治療方針の決定に役立てる
事ができました。 
 今後も一層の研鑽を積み、工夫も重
ねることで、患者さまにとって有益な診断
に役立つ質の高い画像が提供できる 
よう、スタッフ一丸となり、全力で取り組ん
でまいります。             

※写真撮影時のみ一時的にマスクを外しております  

第10回 40歳過ぎたら一度は大腸内視鏡検査を！ 


